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山に、登ろう。

ラ
ー
と
い
う
太
陽
光
の
柱
が
見
ら
れ

る
日
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
朝
夕
の
空

気
感
の
違
い
で
も
景
色
が
変
わ
っ
て

見
え
た
り
、
標
高
に
よ
っ
て
草
花
や

会
え
る
動
物
も
異
な
る
の
で
、
ど
ん

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
登
山
し
て
も
間
違

い
な
く
楽
し
め
ま
す
。」

8 月 11 日は「山の日」、26日は「火山防災の日」と、8月は
山に関連する暦

こよみ
が続きます。

浅間山の登山口を有し、毎年多くの登山客で賑わう小諸
市。浅間山域の大自然を身近に味わえるのが、大きな魅
力の一つです。
今回、小諸市営火山館の館長である小林正人さんから、山
の魅力と登山する上での注意点など、お話を伺いました。

問　商工観光課 商工観光係（登山・火山館に関すること）
問　危機管理課 危機管理防災係（火山防災に関すること）

明治 44 年８月 26 日、日本で最初の
火山観測所「浅間火山観測所」が、ここ
小諸市に設置されました。当時として
は最新の機材を備えた施設で、日本初
の本格的な火山研究と火山防災が始
まった場所です。観測所は噴火による
消失で現存していませんが、防災意識
の向上等を目指して、8月 26 日は「火
山防災の日」に定められています。

❶かもしか平から望む
槍ヶ鞘。❷外輪山からの眺
めは小林館長もイチ押しの
絶景です。❸火山館は登山
客の憩いの場です。❹槍ヶ
鞘から望む浅間山。❺浅
間山開きは多くの登山客で
賑わいます。❻登山道で
はカモシカに会える日も多
いです。

小諸市営 火山館 
館長
小林 正人 さん

　

小
林
館
長
が
山
に
登
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
と
の
こ
と
で
、
昔
は
乗
鞍
岳
や

草
津
の
方
も
よ
く
登
っ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中「
浅
間
高
峰

は
冬
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
週
末
登
っ
て

い
ま
し
た
。」と
い
う
小
林
館
長
。
毎

週
登
る
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
る
浅
間
高

峰
山
域
。
そ
の
見
ど
こ
ろ
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
小
林
館
長
は
続
け
ま

す
。「
登
る
季
節
・
時
間
・
天
気
・
気
温
、

行
く
た
び
に〝
山
の
色
〞
が
違
う
こ
と

が
、
一
番
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
夏
山
は
緑
が
青
々
と
し
て
い
ま

す
し
、
秋
に
は
紅
葉
と
雪
景
色
を
同

時
に
楽
し
め
た
り
、
冬
に
は
サ
ン
ピ

－ その先にある、非日常。－

【小諸市営 火山館】
休憩所・避難シェル
ター・資料展示室な
どを備えた、浅間山
登山道中の施設です。

長野県標準様式 
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【注意】

目的山域　Destination

前掛山（浅間山）
Mt.Maekake（Asama）

黒斑山
Mt.Kurohu

登登 山山 計計 画画 書書　TTrreekkkkiinngg IIttiinneerraarryy

長野県登山安全条例第21条第１項の規定により、
下記のとおり届け出ます。

住所
Address

氏名
Name

長野県知事
Nagano Prefecture Governor

　　　　年　　　　　月　　　　　日
         Year 　　　   Month　　 　    Date

蛇骨岳/仙人岳
Mt.Jakotsu/Sennin

高峰山
Mt.Takamine

その他山域
Other areas

自宅電話番号 Phone、携帯電話番号 Mobilephone

リーダー Leader

男・女
M / F

氏名
Name

主な山岳の名称　Mountain name(s)

氏 名
Name

性別
Sex

年齢
Age

住所 Address 緊急連絡先
Emergency Contact

山岳保
険加入
insurance

有・無
Y / N(自宅)

Phone
(携帯)
Mobile

電話番号

Phone

有・無
Y / N(自宅)

Phone
(携帯)
Mobile

電話番号

Phone

男・女
M / F

氏名
Name

有・無
Y / N(自宅)

Phone
(携帯)
Mobile

電話番号

Phone

男・女
M / F

氏名
Name

有・無
Y / N(自宅)

Phone
(携帯)
Mobile

電話番号

Phone

男・女
M / F

氏名
Name

所属山岳団体名
Affiliate group

電話番号
Phone

入山日
Trip Dates:From

月
Month

日
Date

下山予定日
To

月
Month

日
Date

パーティー人数
No. in party

人
persons

月　日
Date

行　　動　　予　　定 （詳細な予定を記入してください。）
Schedule (in detail)

宿泊地（山小屋・テント場）
Accommodation

□登山計画書に関する個人情報は、山岳遭難発生時の救助・捜索活動のために利用します。
Personal information included in this hiking itinerary will be used to assist in search and rescue in case of emergency.

□登山計画書は、地区山岳遭難防止対策協会等の民間の方々の御協力により回収しています。
These itineraries are collected in cooperation with area Mountain Rescue Associations.

□山岳遭難発生等により救助・捜索活動を行った場合、経費を本人、ご家族、同行者等に請求する場合があります。
In the event of a mountain accident where search and rescue operations are performed,the cost of said operations may be billed to the victim,
their family,or travel companions.

地図
Map

食料（　　日分）
Food（For　　　days)

救急用品・常備薬
First aid kits ・ medicine

アイゼン
Crampons

コンパス
Compass

飲料水（　　ﾘｯﾄﾙ）
Drinking water（　　 　  ℓ）

ﾂｪﾙﾄ･ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙｼｰﾄ
 Emergency tent

ピッケル
Iceaxe

レインウェア
Rainwear

ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ・予備ﾊﾞｯﾃﾘｰ
Headlamp ・ Spare battery

行動食・サプリメント
Trail snacks・Supplements

登山計画書（控）
Trekking Itinerary (copy)

防寒着
Warm/windproof wear

携帯電話・予備ﾊﾞｯﾃﾘｰ
Mobilephone ・ Spare battery

非常食
Emergency rations

ヘルメット
Helmet

エスケープルート等

Escape route

装備品〔□にレ点〕※これだけあれば大丈夫だというリストではありません。 （○必需品　●積雪がある場合の必要品 ）

　Gear　　 　　　　　　　　　　　   ※This is not an exhaustive list of equipment.　                           （○Necessities　●for snow/winter ）

浅間・高峰の山々は美しい景観を
楽しめますが、浅間山は日本有数
の活火山であることも、忘れては
なりません。市公
式 LINE などから、
最新の情報を入手
しましょう。
登録はコチラ▶

事前に登山計画書を作成すること
で、山の特性を知り、安全で楽し
い登山につながります。また、万
が一遭難した際の
迅速な救助活動に
もつながります。
オンラインによる
届出も可能です▶

事前に山域や天候を必ず調べ、体
力や時間に合ったコースで登山す
ることが何より大切です。また山
の天候は急変しやすく、時に危険
を伴います。雨風を防ぐ対策は特
に怠ることなく、「自分の身は自
分で守る」意識を持ち、登山を楽
しみましょう。

噴火警戒レベルを
確認しましょう

登山計画書を
提出しましょう

登山する時に
気をつけたいこと
浅間山域は気軽に登山を楽しめる環
境にあり、大自然に触れられる機会も
多いです。しかし準備や情報確認を
怠ると、命の危険を伴うこともあり
ます。左記にて登山する時の注意点
を紹介しますので、ご参照ください。

▲浅間火山観測所（湯の平）の概観（当時）

【8/26】火山防災の日
ご存じですか？

❶

❷ ❸

❹

❺❻

草すべりからの浅間山

010203体力・装備に合った
登山を楽しみましょう

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
小
林
館

長
か
ら
実
際
に
起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

や
注
意
点
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

「
浅
間
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
現
在

２（
７
月
15
日
現
在
）で
、
賽
の
河
原

ま
で
は
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
登
山
禁
止
区
域
に
勝
手
に
入
っ

て
し
ま
う
方
も
、
残
念
な
が
ら
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
滑
落
事
故
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
昨
年
も
Ｊ
バ

ン
ド
で
約
30
ｍ
の
滑
落
が
発
生
し
、

頭
蓋
骨
・
左
腕
骨
折
の
重
症
を
負
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
る
と
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協

会
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
前
に

情
報
を
必
ず
収
集
し
、
体
力
・
装
備
・

天
候
に
見
合
っ
た
登
山
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。」

■
小
林
館
長
の
教
え
る
登
山
の
装
備

　

無
理
に
登
山
靴
で
あ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
底
が
厚
め
の
履
き
な
れ

た
運
動
靴
で
大
丈
夫
で
す
。
登
山
を

楽
し
く
感
じ
ら
れ
た
ら
、
装
備
を
整

え
て
い
く
感
じ
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
夏
で
も
気
温
低
下
や
夕
立
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
防
寒
対
策
・
雨
具

を
お
忘
れ
な
く
。

■
小
林
館
長
の
イ
チ
押
し
の
コ
ー
ス

　

外
輪
山（
ト
ー
ミ
の
頭
〜
Ｊ
バ
ン

ド
）で
眺
め
る
景
色
や
浅
間
山
は
素
晴

ら
し
い
の
ひ
と
言
で
す
。
火
山
館
経

由
の
登
山
も
面
白
い
で
す
が
、
黒
斑

山
の
方
か
ら
登
り
始
め
る
と
、
標
高

差
が
少
な
く
、
体
力
に
自
信
が
な
い

方
に
も
お
ス
ス
メ
で
す
。
小
・
中
学

校
以
来
、
登
山
を
し
た
こ
と
が
な
い

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
こ
の
浅
間
高
峰
山
域
は
、
小
諸
市

街
か
ら
時
間
を
か
け
ず
に
来
ら
れ
る

「
非
日
常
を
存
分
に
味
わ
え
る
場
所
」

な
の
で
、
こ
の
夏
は
ぜ
ひ
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
無
謀
な
登
山
客
や
遭
難
し

て
山
岳
救
助
を
要
請
す
る
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ

の
浅
間
高
峰
山
域
で
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
自

然
が
相
手
で
あ
る
以
上
、
い
つ
何
が

楽
し
い
か
ら
こ
そ

気
を
つ
け
た
い「
山
」


